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要　旨

　最近、 日本でも注 目を浴びているナンセンス絵本についての研究を深めてい

きたい。なかでも歴史的に大きな影響を与えてきたエ ドワー ド・リアやハイン

リヒ・ホフマンの作品を研究することで、ナンセンス絵本の意義や魅力を探 っ

ていく。さらにナンセンス絵本が絵本セラピーとしてどのような効果や影響が

あるのかを実践をもとに述べていきたい。

キー ワー ド ナ ンセ ンス絵 本 、 ビブ リオ セ ラ ピー(読 書 療 法)、 絵 本 セ ラ ピー、

エ ドワー ド ・リア、 ハ イ ン リヒ ・ホ フマ ン

は じめに

　最近、 ナ ンセ ンス絵本が 日本で も注 目され始 めて いる。その ナ ンセ ンス絵本

とはどのよ うな絵本 の ことを指す のか、定義 は曖昧で明確で ない。本研究で は

歴史的 にナ ンセ ンス絵本 の誕生か ら現代 までの ナ ンセ ンス絵本の推移を探 りな

が ら、 ナ ンセ ンス絵本 につ いて述べて いきたい。特 に、 エ ドワー ド・リアの絵

本が ナ ンセ ンス絵本 と して知 られて いるが、 それ はどの よ うな絵本で あったの

か、 リアの著作 を もとにナ ンセ ンス絵本 の分析 を して いきたい。 また、 ドイツ
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のハ イ リヒ ・ホフマ ンの 『もじゃもじゃペー ター』の絵本 について も触れたい。

そのよ うなナンセ ンス絵本が ビブ リオセラピー(読 書療法)ま たは絵本セ ラピー

として どのよ うな効果が あるのか、 い くつかの実証的 な研究を もとに考察 して

いきたい。

　 なぜ、 ナ ンセ ンス絵本が注 目され始 めたのか、 その ナ ンセ ンス絵本 に秘め ら

れ たユーモアや奇想天外 なアイデアを、作品 を通 して紹介 して いきたい。 日本

で はユ ーモア的な絵本がすべてナ ンセ ンス絵本 として呼ばれている現状があ る。

本来、 ナ ンセ ンス絵本 とは何か を考え なが ら、改 めて ナ ンセ ンス絵本の本質を

探 って いきたい。

　 エ ドワー ド・リアが表現 したか ったナ ンセ ンス絵本の本質 とは何か、 また伝

えたか ったメ ッセー ジとは何か、 などを考え ることによって、 ナ ンセ ンス絵本

が人 々に伝 えたか った ものが明確 にな って くると思われ る。

1　 ナンセンス絵本 につ いて

(1)ナ ンセ ンス絵本 とは

　 『リアの　 ナ ンセ ンスの絵本』(ほ るぷ出版)に よ ると、『ナ ンセ ンスの絵本』

はエ ドワー ド ・リアが1846年 に、 本文 も挿絵 も2巻 本 で刊 行 され、 それか ら

1899年 の27版 まで刊行 され続 けたと記 されて いる。 この エ ドワー ド・リアの本

書が、 ナ ンセ ンス絵本 の口火 とな った ことは事実で ある。 この当時 と して は、

本書が27版 まで 出版 され た ことを考え ると、評価 もか な り高か ったことが推察

で きる。

　 そ もそ もナ ンセ ンス絵本 の源流 は、 ナ ンセ ンス文学 にあ り、 その ナ ンセ ンス

文学 の古典 はイギ リスに集中 して いる。 マザ ー ・グースの童謡集 もそ うだが、

エ ドワー ド・リアはその 『ナ ンセ ンスの絵本』 を初 めとす る著作で発表 された

多数 の リメ リック(五 行俗謡)の 詩 によ って、上記の二っの流れを合わせ た近

代的 なナ ンセ ンス文学 の大衆化 を促進 したと言われて いる。

　 このよ うな流れ を引 き継 いだ のが ルイス ・キ ャロルで あ り、彼の児童文学作

品 『不思議 の国 のア リス』(1865年)、 『鏡 の国のア リス』(1871年)は ナ ンセ ン
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ス文学 を世界的 に広 めたと言え る。 このよ うな点で、 エ ドワー ド・リアの ナ ン

セ ンス絵本 は、 ナ ンセ ンス文学 に も大 きな影響 を与えて いることがわか る。

　 まず 「ナ ンセ ンス」(Non-sense)と い うことばはどのよ うな意味があ るのか。

一般 的に は 「セ ンス」(Sense
,知 覚 、意味、分別 な ど)の 否定形 であ り、 言葉

の上 での 「ナ ンセ ンス」 は 「意味 のない もの」 「馬鹿 げた もの」 を指 して いる

が、 ナ ンセ ンス文学が ク リエイテ ィブ(創 造的)で あるため には知性的な厳密

と方法 とを必要 とす るので ある。読者か ら 「意味の ないもの」「馬鹿 げた もの」

と思 われて いて も、文学 と して ナ ンセ ンスの世界で は論理の法則が無視 され、

せ いぜ い我 々の理解 を超え た、 なにか不可解 な ものが存在す るのだ ということ

が ほのめか され るに留 まるので ある。 ここが フ ァンタ ジーとは異な って いると

ころで ある。つ ま り、 フ ァンタ ジー作品 にお いて は、魔術 はある不思議な現象

を、 それが作品 の中で なぜ起 こるのか を論理的 に説明で きる もの と して採用 さ

れて いるので ある。 このよ うにフ ァンタ ジーの世界で は、論理的 にも計算 され

つ くした面が強 いが、 ナ ンセ ンス文学(絵 本)に は不可解で論理的 な法則 もな

く、 ただ不思議 な世 界が描かれてい るとい う次元 の ものが多 い。 しか し、 どち

らも読者を驚かせるような不可思議 なユーモアを扱 っていることに変わ りはない。

　 「ナ ンセ ンス絵本」が人 に感銘 を与え るの は、人間が常 に何 に対 して も、場

合 によ って はそれが存在 しないと ころにまで意味 を求め る生 き物で あるか らと

言 われて いる。つ ま り、読書が物語 の中で想像の翼 を広 げ、何の矛盾 もな くそ

の世界 にはま り込んで い くか らで ある。作家 は読者 を自然、にその ような世界へ

と導 く術 を心得て いる。 また、矛盾 な く自然 にはま り込む よ うな絵本や文学 こ

そ、す ば らしい作家で あ り画家で あるといえ る。

　 「ナ ンセ ンス」 の多 くは本質的 にはユーモアに属す るが、それ は 「意味を成

す」 ことによって面 白みが引 き出 され る大多数 のユ ーモア とは反対 に、「意味

を成 さない こと」 によ って成立す るユーモアで ある。 この 「意味を成 さな いこ

と」 のユーモアが無条件 に人 に喜 びや笑 いを誘 うので ある。

　 リア自身 も 『EDWARD　 LEA'S　 NONSENSE　 OMNIBUS』(邦 題:り あさんて、

どん な人?)み すず書房、 のあとが きに次の よ うに述べて いる。(P.252)
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「このささやかな本を世間に送るにあたって、前篇が広 く読まれ、各方面

か らも行為のある好評をいただいたことに、感謝の意を表 したい。か くも

多数の読者に無邪気な笑いを与えることができたのは、 じゅうぶん満足に

値するし、また深 く感謝する次第である。」

(2)ナ ンセ ンス絵本(文 学)と フ ァンタ ジー文学の違 い

　 ナ ンセ ンス文学(絵 本)と フ ァンタ ジー文学の違 いが どこにあるのかが よ く

議論 され る ことが ある。 ほとん ど似て いるよ うで あるが、実 は明 らか に違 った

面 もある。 その違 いを明確 にす る ことで、 ナ ンセ ンス文学(絵 本)が よ り鮮明

にな って くると思われ る。

　次 にナ ンセ ンス文学(絵 本)と フ ァンタジー文学 との違いをまとめてみ ると、

次 のよ うな ことが言 える。 特 にフ ァンタ ジー文 学 につ いて は、『子 ど もの本の

歴史』(柏 書 房)のp.177か らp.188に 詳 しく述べ られて いる。

文学としての性格

ユ ー モ ア

特徴

役割

登場する生き物等

代表的な作品

ナンセンス文学(絵 本)

常識的な約束事や論理性を無視

意味を成さないユーモァ

間違った論理的帰結、不正確さ、

文章と絵との間の矛盾、不可解

な独断、 トー トロジー(同 義語

反復)な ど

ナンセンスな表現が作品の中で

役割を演じてはならない

パロディや風刺、言葉遊びなど

の表現が多い

「ナ ンセ ンス絵 本」、 マ ザ ー グ ー

ス の動 揺 集 、 『不 思 議 の 国 の ア

リス 」 『鏡 の 国 の ア リス 」 な ど

フ ァ ンタ ジ ー文 学

一貫性と統一性が存在 し論理的

に説明される

ユーモアよりも超自然的な、幻

想的、空想的な事象を用いるこ

とが多い

奇妙な生物、不思議な世界観、

魔法などが出てきて もすべて論

理的に説明できる

論理的に筋が通っていれば役割

を取得できる

不思議な世界観、魔法 ・魔術、

人語をしゃべる動物など

『ナ ル ニ ア 国 も の が た り」 『ホ

ビ ッ トの 冒険 」 「指 輪 物 語 』 「ゲ

ド戦 記 」 『モ モ』 な ど
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　 このよ うに違 いを挙 げて い くと、 ナ ンセ ンス文学(絵 本)と フ ァンタ ジー文

学(絵 本)の 違 いが明 らか にな って くる。 フ ァンタ ジー文学(絵 本)が 超 自然

的 な要素 を含む架空 の世界や魔法 ・魔術 などを扱 って いることが多 いの に対 し

て、 ナ ンセ ンス文学(絵 本)は ま った く意味 を成 さないことによるユ ーモァが

描かれて いる ことに大 きな違 いが ある。 また、内容的 に見て も論理的 に筋道が

通 って いるフ ァンタ ジーに対 して、 ナ ンセ ンスは論理性や約束事 は一切無視 し

て いる こと も大 きな違 いと言え る。

2　 エ ドワー ド・リアの ナンセンス絵本 とは

(1)エ ドワー ド・リアにつ いて

　 ナ ンセ ンス絵本 を語 る上で、 エ ドワー ド・リアの著作 は限 りな く大 きいもの

が ある。 またナ ンセ ンス絵本 の創始者 と して も顕著 な業績を残 して いる。

　最初 にエ ドワー ド・リアにっいての人物像 を 『ナ ンセ ンスの絵本 』(ち くま

文庫)の 訳 者 あとが き、及 び 『ナ ンセ ンスの絵 本』(ほ るぷ ク ラシック絵 本)

の奥付 よ り述べ たい。

　 エ ドワー ド・リアはロ ン ドンの北 にあるホロウェイとい う街 に生 まれ、23人

の兄弟姉妹 の20番 目の子 ど もで ある。すべての子 ど もが同 じお母 さん とお母 さ

んか ら生まれているか ら、驚 くべ き事実である。父親 は株 の仲買人であ ったが、

エ ドワー ドの幼少 の頃、父親が詐欺で投獄 され、一家が離散 したため に、21歳

年上 の長姉 に育て られ る。

　 エ ドワー ドは15歳 で商業画家 と して スター トし、19歳 で ロ ン ドン動物園の画

家 とな った。 それが き っか けで ダー ビー伯爵 に見込 まれて、 ノーズ リー ・ホー

ルに4年 間住み、「ノーズ リー動物 園』 とい う挿画 を描 いた。 その ころ友人か

らリメ リック(五 行俗謡)の 挿絵本 を見せ られ たのが きっか けで、 コ ン ト風の

5行 の童謡 を作 る ことを思 いつ き、『ナ ンセ ンスの絵本 』 の詩 と絵本 の大部分

の絵 を描 いて、 ダー ビー伯爵 の孫 たちを大喜 びさせ たと記述 されて いる。

　 エ ドワー ドは、 また旅行 家 と して、風景 画家 と して も有名 であ った。『挿画

入 りイタ リア紀行』 などを著 し、 ヴ ィク トリア女王の絵本の先生 も務め たこと
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が ある と記録 されて いる。彼 は、徹底 した人間嫌 いで、癩痛(て んかん)と 喘

息(ぜ ん そ く)と い う持病が あ り、内向的で人並み はずれ た大鼻を して いるこ

ともコ ンプ レックスと しなが ら、一生独身のまま、サ ン ・レモで生涯を閉 じた。

最後 は寂 しい人生だ ったよ うで ある。

　彼 の母が 出産 に疲れ、病気が ちなエ ドワー ドの面倒 も見 なか ったため に、不

幸な子ど も時代 を過 ご したようである。健康的で愛情あふれる家庭 に育たなか っ

たせ いか、終生、彼 は理想 の子 ど も時代 にあこがれ続 け、常識的な行動を解 さ

ない子 ど もに自己を投影 し、子 ど ものためにナ ンセ ンスな詩を創 り、大人の世

界 は くだ らないと作品 を通 して主張 して きた。 この よ うな面 は、彼が社会の既

存秩序へ の反発 のエネルギーが秘 め られて いると見て よいだ ろ う。

　 このよ うに彼 の育 った環境や生 い立 ちなどを振 り返 ることによ り、 エ ドワー

ド・リアの人 間性 や作 品 の背景 を知 ることがで きる。 また エ ドワー ド・リアに

は持病が あ り、徹底 した人間嫌 いで あ ったよ うに、 フ ァンタ ジー文学で知 られ

るルイス ・キ ャロル も吃音や肺病 などの持病が あ り、 エ ドワー ドと同 じように

か な り個性的 な性格で あ った ことが知 られて いる。

(2)『 ナ ンセ ンスの絵本 』について

　で は、 エ ドワー ドの 『ナ ンセ ンスの絵本』 につ いて、彼が どの ように作品の

中で表現 して いるのか を見て い くことで、 ナ ンセ ンス絵本の持 って いる特長や

形式 などを理解す る手助 けになると考え られ る。

　 まず、 エ ドワー ドの 『ナ ンセ ンスの絵本』 は日本で はい くつかの出版社か ら

出されて いる。 しか し、 いずれ も現在 は絶版 になってお り、 いろいろな図書館

の所蔵 を調べて取 り寄せ る しか ないのが現状で ある。

　 ここで は 『ナ ンセ ンスの絵本』 のち くま文庫、岩波書店、 ほるぷ出版(ほ る

ぷ クラ ッシック絵本)の3冊 を取 り上 げる。 いずれ も訳者 は柳瀬尚紀氏であ る。

どの本 も取 り上 げて いる作品 は少 しずっ異 なって いる。 ち くま文庫 とほるぷ出

版 はカ ラー印刷で あるのに対 して、岩波文庫 はカラーになって いな い。 ただ、

岩波文庫 はそのペー ジに絵 と リメ リック(五 行俗謡)の 詩が掲載 されて いるの

(38)



に対 して、他 の2冊 はその原文 の詩 は巻末 に紹介 されて いる。 それぞれ出版社

の特徴が 出て いて興味 を感 じられ る もので ある。

　岩波文庫 は白黒で はあるが、絵 を見 なが ら詩 を同 じペ ー ジで見 ることがで き

るか ら、絵 の特徴 もっかみやすい。一方、他 の2冊 は絵 に主眼が置かれていて、

カ ラーであ るか ら、 それだ けに絵本的 な性格 が色濃 い ものにな って いる。3冊

ともに、絵 の下 に柳瀬氏 の翻訳がつ いて いる。彼の訳ですば らしいの は、原詩

と同 じく訳詩で韻 を踏む よ うに して いるところで ある。

　 この本 はエ ドワー ドによる リメ リック集 で、 つ ま り リメ リック(limerick)

とは、a-a-b-b-aと 韻 を踏 む5行 の戯 れ歌を さす。 これ はこの詩形 は英詩 に しか

み られ ないと言われて いる。 アイル ラン ドに同名の土地(現 在の州、州都)が

あるが、発祥 も名称 の由来 も定か にはな って いない。

　次 に 『ナ ンセ ンスの絵本』か ら数点 を取 り上 げて考察す ることにす る。 もっ

とも代表的 な リメ リックと して、

最初 のペー ジに挙 げ られて いる も

のを紹介 したい。 ※ 『ナ ンセ ンス

の絵 本』(岩 波文 庫、p.6)、(ち

くま文庫、p.6)、(ほ るぷ出版、

p.3)

　 この絵 を見 るだ けで も、 たいて

いの人 は笑 い転 げるだ ろ う。 まず

ひげが人並みはずれて大 きいか ら、

フクロウ、 メ ン ドリ、 ヒバ リ、 ス

ズメが鳥 の巣 と勘違 い して引 っ越

して きて いる。 この絵 の男性 の表

情 も実に愉快で、両手を後 ろにまっ

す ぐ上 げて、両足 もそろえて突 っ

立 ったままで、椅子か ら乗 り出 し

た格好が滑稽 に思 える。

　 ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　　じまん

その人なに しろお ヒゲがご自慢
　 　 　 　 　 　 な
「こん な ことにわ しゃ馴 じまん!
　 　 　 　 に　わ　　　　　　　　　　いちわ

　 フク ロウニ 羽 にメ ン ドリー羽
　 　 　 よんわ　　　　　　　　　　　　いちわ

　 ヒバ リ四羽 に ミソ ッチ ョー羽
ひ　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　ふまん

引っ越 しきおってわ しゃ不満!」

There was an Old Man with a beard, 

Who said,  'It is just as I  feared!-

Two Owls and a Hen, 

Four Larks and a Wren, 

Have all built their nests in my beard!'

『ナ ンセ ンスの絵本』岩波文庫、p.6
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　 この絵 に、や は りこの男 のせ りふが あ り、 それ を読む ことによってその笑 い

はよ りい っそ う助長 され る。 この男 は こん なに も長 いひげを して いた ら、鳥の

巣 と勘違 いされ ると思 って いたと ころに、鳥がや って きたか ら余計 にユ ーモア

を誘 うので ある。

　 おそ らく、 エ ドワー ドは絵だ けを見て も面 白い工夫 を して いるが、それを リ

メ リックの韻 を踏 む詩 を同時 に読む ことで、面 白さを誇張 して いるように思え

る。男性 の目や鼻 など もユニークで、飽 きささない絵 となって いる。それだ け

隅 々まで絵 を じっくり見せ るだ けの絵 の才能が あることが理解で きる。

　次 は、 とて も足 の長 い男が歩 いて いる絵 で ある。 ※ 「ナ ンセ ンスの絵本 』

(岩 波文庫、p.74)、(ち くま文庫、　p.54)、(ほ るぷ 出版、　p.15)

　 この絵 に出て くる脚 の長 い男 は、 コブ レンッ出身で、注釈 にはコブ レンッと

は ドイッの西部 の都市で、 ライ ン

川 とモーゼル川 の合流点 とな って

いる。 このよ うに地名 を出す こと

で、読者 は本当 に このよ うな男が

いるよ うな錯覚 に陥 るので面 白い

と思 われ る。 エ ドワー ドが合流 し

て いる川 の コブ レンッの地 を意識

して、 このよ うな絵 を描 いたので

あれ ば、 この発想 はす ごいと考え

られ る。

　 この詩 の中で、足 の長 さが けた

違 いで、 トル コとフ ランスを一跨

ぎ、 とい う部分でみん なをあ っと

驚かす と言 って いますが、 その通

りだと思 います。またそのスティッ

ク も長 い こと長 い こと。

　世 の中には このよ うな足 の長 い

　 　 　 　 おとこ　　あし　　なが　　　　なが

コブレンッの男の足は長いも長いも
　 　 　 　 　 ちようながながいも

まったくもって超長長芋
　 　 　 　 そと　　あしながかたぎ

　 トルコの外へ足長気質
　 　 　 　 　 　 ひとまた
　 フ ランスまで も一 跨 ぎ
　 　 おどろ　　めい　　おい
びっくり驚 く姪 も甥 も

There was an Old Man of Coblenz, 

The length of whose legs was immense; 

He went with one prance, 

From Turkey to France, 

That surprising Old Man of Coblenz.

Coblenz(K・)　ドイツ西部の都市.ラ インnrとモーゼル川の合流点.

　 　 「ナ ンセ ンス の絵 本 』 岩 波 文 庫 、p.74
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男が いないとい うことはわか って いる。で も、 もし、 そ うい う男が いたと した

ら、国 をひと跨 ぎで きるか もしれ ない。 あま りに も超 自然的 な絵が、見 た瞬間

に読者 を驚かせ笑 いの渦 にす る。 これが ナ ンセ ンス絵本の魅力か も しれ ない。

　次 に紹介 す るの は、髪 の毛 が どこまで も伸 び る女性の話で あ る。(※ 『ナ ン

セ ンスの絵本』(岩 波文庫p.152)

　 この絵で は、少女 の髪が近 くの

木 や遠 くの海 の上 の船 まで も伸 び

て い くほど髪が拡が って いる。髪

の毛 も、 えん ど うのッルを思わせ

るよ うにカールにな って いて、何

にで も巻 きつ くようになっている。

娘 の名前 がFirleで 、 巻 きつ くの

がcurl、 木 がtreeで 、 海 がseaの

よ うに、a-a-b-b-aの よ うな韻 を踏

んで いる ことがわか る。

　 このよ うに 「ナ ンセ ンスの絵本』

か ら何点か選んで分析す ると、共

通 して感 じられ る要素 を含んで い

る。現実 の生活で は起 こりえ ない

超 自然 的な人 間の姿を描 いている。

そ こには虚構 の世界で はあるが、

　 　 　 むすめきがる　　きがる

ファールの娘 気軽 も気軽
かみ　　　　　　　　　　かわい

髪のカールを可愛がる

　 笠未へぐるぐる
　 うみ　　　　へめぐ

　 海をも経回る

壌の髪の鞍が議 がる

There was a Young Lady of  Firle, 

Whose hair was addicted to curl; 

It curled up a tree, 

And all over the sea, 

That expansive Young Lady of  Firle.

Firle　サセックス東部.名 はrオ ーク樹の茂る地」の意,

　 『ナ ンセ ンス の絵 本 』 岩 波 文 庫 、p.152

何か しらユーモアと笑いが潜んでい る。時 にはエ ドワー ドは言葉遊 び、パ ロディ、

社会的 な風刺 など、 これ らも 「意味 を成 さない」ユ ーモアで あると解 され る。

このよ うなユーモアに子 ど も達 はす ぐに引 き込 まれて い くので ある。

　最初 に述べ たよ うに、 エ ドワー ドは リメ リックの5行 詩が あってそれ に絵を

添 える ことで、 よ りユーモアが感 じられ るよ うに配慮 して いることと、詩その

もの もリズムが あ り、読みやす い詩 にな って いることが理解で きる。

　 エ ドワー ド自身、 このよ うな絵本か ら得 た収入の ほとん どを貧 しい人々 に分
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け与 えたとい う記述が残 って いる こと もエ ドワー ドの人間性 を物語 って いる。

　で は、 エ ドワー ドの他 の作品 につ いて もナ ンセ ンス絵本の特徴をつかんで い

る ことをみてみ よ う。

(3)ノ ンセ ンス ・ソ ング

　 このノ ンセ ンス ・ソ ングは、挿絵 より詩を中心 と したものに仕上が ってい る。

ここで は登場 する生 き物を擬人化 させ、会話 した り、歌を歌 った りさせてい る。

そ して詩 の最後 にはか な らず同 じフ レームになるよ うに して いる。 これ はソ ン

グだか ら、 そ うい う形式 をと って いるよ うに思え る。で も詩 と して は、 とて も

美 しく、 メル ヘ ンチ ックに描かれて いるのが印象的で、『ナ ンセ ンスの絵 本』

のよ うに、超 自然的 な登場人物や生 き物 は登場 して いない。 とて も美 しい詩 に

仕上が って いるといえ るので はないだ ろ うか。

「ふ くろ うと小猫」で は次 のよ うな詩 になって いる。

小
猫
は
ふ
く
ろ
う
に
い
い
ま
し
た

　
な
ん
て
素
適
な
鳥
で
し
ょ
う

う

っ
と
り
す
る
よ
う
な
う
ま
い
歌

　
さ
ん
ざ
ん
待

っ
た
私
た
ち

こ
れ
か
ら
一
緒
に
暮
ら
し
ま
し
ょ
う

駐
「
か
わ
い
い
わ
た
し
の
小
猫
ち
ゃ
ん

な
ん
て
ぎ
れ
い
な
猫
か
し
ら

　
　

な
ん
て

　
　

き
れ
い
な

　
　
　
　
　
　

猫
か
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五
ポ
ソ
ド
紙
幣
で
よ
く
包
み

　
た
く
さ
ん
お
金
と
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く
ろ
う
は
そ
ら
の
星
み
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げ

　
か
わ
い
い
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で
歌
い
だ
す

1 ふ
く
ろ
う

と
小
猫
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「
ど
う
ぞ
」
と
小
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は
返
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し
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リ
ソ
グ
つ
け

　 この詩 はノ ンセ ンス ・ソ ングとあるよ うに、全体の形式が、行数、繰 り返 し

のフ レームなど、や は り詩で あ りなが ら動揺(わ らべ歌)を 意識 して作 られた

ものであ ることが理解で きる。 マザー ・グース も意識 していたのか もしれない。

恐 らく、 エ ドワー ドは このノ ンセ ンス ・ソ ングを子 ど もたちが歌を歌 いなが ら

遊ん だ り喜ん だ りで きるよ うに作詞 した もので あることが想像で きる。

　 この 「ノ ンセ ンス ・ソ ング』(思 潮社)の 巻 末 で エ ドワー ドは、 前述 した

『ナ ンセ ンスの絵本 』 は 「知人 や有 名人 に対す る風刺 の意 図 は全 くない」 と述

べ ている。 イギ リス文学 の特徴が ユーモアで あるよ うに、 エ ドワー ドの作品 は

ユーモアとい うよ り、「かい ぎゃく」 「笑 い」の精神 を含んで いるとも評 されて

いる。 しか もパ ロデ ィの精神 も盛 り込んで いるとされて いる。 エ ドワー ドの リ

メ リック(5行 俗謡)は 、 いか に5行 の中 に韻 を踏み なが ら、ユ ーモァや笑 い

を盛 り込 むかが最大 の焦点で あ った。 そ うい う意味で、 この ノ ンセ ンス ・ソ ン

グの詩 をよむ と理解で きると思われ る。

(4)カ ングル ・ワ ングルのぼ うし

　 この絵本 は、1969年 に ヘ レン ・オクセ ンバ リーの絵 によって作成 され たもの

で あるが、 日本で はほるぷ 出版か ら1975年 に 出版 されて いる。 ほとん どが絵か
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ら構成される絵本で、文章はきわめて少ない。絵はエ ドワー ド自身ではないの

で、詩を中心にお話の全体を示すと次のようである。

ホ ッ トケーキに 　そ っくりの

おい しいおか しの　はをつ けた

ク ランペテ ィの　木 の うえ に

カ ングル ・ワ ングルが 　すわ って た。

けがわ のぼ うしに　か くれてて

か おは、だれ に も　 見えや しない

や た ら　で っか い　ぼ うしには

リボ ンや　 レース　すず 　つ けて

これ じゃ　 と って も　 見えや しない

カ ングル ・ワ ングルの　かお なんて ・・・…　 　 。

ク ランペテ ィの　木 の うえで

カ ングル ・ワ ングルは、　 ひと りごと。

「ぼ くが いちばん 　す きなのは

ジャムに　ゼ リーに　パ ンなのさ!

だ けど　 この木 に　すんでみて

は っき り　 ぼ くは、 しったのさ。

ここへ は　だれ も　 きて くれ ない。

こん な くらしは、つ ま らない」

ク ランペテ ィの木 を　みつ け

カナ リアたちが 　や って きて

「こん なすて きな　 ば しょなんて

いままで 　いちど も　見 た ことない!

あ なたのきれ いな　 おぼ うしに

わた したちの　す を　つ くらせて。

すて きなあなたに　ぴ った りの

わた したちの　す を　つ くらせて。

おねが い、 カ ングル ・ワ ングルさん!」
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ク ランペテ ィの　木 のほ うヘ

コウノ トリや ら　あひるや ら

フクロウに　ハ チに　カタッム リ。

か えるのあとか ら　ふ らふ らと

コルクぬきみ たいな　足 を した

フ ラフ ラ ドリまで 　や って きた。

「あなたのきれ いな　 おぼ うしに

スイー トホームを　つ くらせて。

おねが い　カ ングル ・ワ ングルさん!」

それか ら　金 ぴか ライチ ョウや

足 ゆびのない　 ボブルや ら

ギ リシャ生 まれ の　 こぐまや ら

き らき らおはなの　 ドングや ら

フルー トをふ く　 青 ひひや

トル コか らきた 　こうしや ら

は った りねずみや　 び っくりこうもり

カ ングル ・ワ ングルの　 ぼ うし見て

みん なで 　 くらそ うと　や って きた。

ク ランペテ ィの　木 の うえで

カ ングル ・ワ ングルは、　 ひと りごと。

「みん なそろ って 　おど った ら

どん なに　たの しい ことだ ろ う!」

む らさきいろ した 　月 のよる

青 ひひのふ く　 フルー トで

ゆか いなおど りが 　つづ きます

みど りの　まあるい　はの うえで ・・・・・・ 。

カ ングル ・ワ ングル も　 い っしょに　ね。
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　 この絵本 は内容 を読む と大体わか ると思 うが、 エ ドワー ドが ナ ンセ ンス絵本

の最初 に書 いていた文(『 ナ ンセ ンスの絵本』岩 波文庫、p.6)に つ いて、 そ

れ をお話風 に広 めたよ うな感 じもす る。少 しメル ヘ ンチ ックな面 もあるが、や

は りカ ングル ・ワ ングルが何者で あるか。帽子が大 きす ぎて、本人 はまった く

見 えない。 ただ見 えるのは腰か ら下か、胸か ら下の部分だ けで ある。

　 この作品か らもエ ドワー ドのナ ンセ ンス絵本の特徴が垣間見え る。 ナ ンセ ン

ス絵本 として この絵本 の特徴 をまとめると次の よ うなことが言え る。

①普段 の生活 にはないよ うな ものが登場。超 自然的 な存在が中心 とな る。

　 カ ングル ・ワ ングルが毛皮 の ものす ご く大 きな帽子の中 にいる。顔 もわか ら

ない。 このよ うな不思議 な設定 に子 ど もを引 き込む魅力が ある。

②次 々に楽 しい展開が待 って いる

　 カ ングル ・ワ ングルの毛皮 の帽子 に、 カナ リヤ、 コウノ トリ、 フクロウな ど

の鳥が次 々に巣 を作 りにや って くる。

③ あ りえないよ うな生 き物 などを登場 させ る

　 きん ぴか の ライチ ョウ、足 の指 のないボブル(ナ ンセ ンス ・ソ ングに登場す

る足指 のな い生 き物)、 は った りねずみな ど。 これ は、 よりお話 を盛 り上 げる

ための誇張表現で ある。

④最後 には、子 ど もたちを愉 しませて終結 に導 いて いる

　 みんなでお どった り、 フルー トを吹 いた りして楽 しい情景 を醸 し出 してい る。

⑤全体 として ほのぼのと したユーモアが感 じられ るよ うに設定 して いる

3　 『も じゃも じゃペ ーター』の絵本

　 エ ドワー ド・リアの絵を見て いると、 ドイツで出版 された 「もじゃもじゃペー

ター』 を思 い出させ るよ うな印象 を受 ける。 この本 はハ イ ンリッヒ ・ホフマ ン

によ って、1845年 に 出版 され、実 に160年 以 上 も世界 の子 ども達 に読 まれて き

た。『ナ ンセ ンスの絵本 』が1861年 に 出版 されてい ることか ら、 『も じゃも じゃ

ペ ー ター』 の絵本 はそれ以上 も前 に出版 され たことがわか る。だか ら、実 はナ

ンセ ンス絵 本の最初 は、 この 『も じゃ もじゃペー ター』(ほ るぷ 出版)が 始 ま
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りではないか とい う方 もい る。 この本 の作家 の ホフマ ンは精神科 医で あり、3

歳 半 の子 ど ものために描 いた絵本 とされて いる。 しか も、 自分で描 いた詩や絵

を石版 に描 き写す石版工や手で彩色す る人 たちを厳 しく監督 しなが らこの本を

完成 させ たとある。 ホフマ ンは精神科医だ けあって、児童の心理を よ くと らえ

て いて、子 ど もたちが 「怖 い、怖 い!」 と言 いなが ら何度 も読み たが った絵本

として も有名で ある。 しか も世界中で翻訳 され た人気絵本で もあった。

　 この絵本 には10篇 の物語 が入 って いるが、 「ナ ンセ ンスの絵本』 とは異 な る

のが、最初 の 「もじゃもじゃペーター」以外 は何枚かの絵 と挿絵が あるところ

で ある。次 は最初 のペー ジの 「もじゃもじゃペーター」で ある。

Lも じゃ も じ ゃペ ー タ ー

ごらん よ　 ここにい る　 この こを

うへ え!　 もじゃもじゃペーターだ!

りょうての 　つめは　 1ね ん も

きらせ ないか ら　のびほ うだい

かみ にも　くしを　 いれさせない

うへ え!　 と　だれ もが 　さけんでる　 　 　②

きたない　 もじゃ もじゃペーターだ!
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　 このよ うな絵本 の文 を読んだ ら、 ホフマ ンが この絵本を通 して子 どもたちに

しっ けをさせ るよ うな 「しっ け絵本」 と しての性格 も持 って いることが理解で

きる。 また、 この本 は佐 々木 田鶴子 さんが翻訳 して いるが、や は り日本語 に翻

訳 した文 も韻 をふんで いると ころがす ば らしい点 と思われ る。 この絵本の詩 は

リズムが あ り躍動感が ある。

　 その名前が もじゃもじゃペーターとい うだ けあって、っめ は1年 も切 らな い

か ら髪のよ うに伸 びて いる。頭 の毛 は櫛で とかないか ら、ぼ うぼ うの伸び放題。

このペー ジが最初 にあるだ けで、 なん と奇妙で変わ ったお話だ と、子 どもたち

を惹 き付 けるので ある。 そ して次 に 「わ るぼ うず フ リー ドリッヒのお はな し」

(p.3　 p.5)が 掲 載 されて いる。

2　 わ るぼ うず フ リー ドリッヒのお はな し

フ リー ドリッヒ、 フ リー ドリッヒ

ほん とに 　こま った 　わ るぼ うず!

ハ エを　っか まえて は　はね を　む しり

いす は　ぶ っこわす し　 と りは　ぶ っころす

ネ コだ って 　ひどいめに　あわ され た

その うえ　なにを　 したとお もう?

む ちで 　グ レー トヒェ ンを　たたいたんだ!

お おきいイヌが 　みず のみ ばで

みず を　 ぴち ゃぴ ち ゃ　 のんで いた

そ こへ 　こっそ り　 フ リー ドリッヒ

むちを　か たて に　 しのびよる

むちを　ふ るえ ば 　イヌは　ほえ たて る

それで も　か まわず 　さ らにぶっ

とうと う　 イヌは 　フ リー ドリッヒの

あ しに　がぶ りと　かみっ いた

あばれん ぼ うの　 フ リー ドリッヒも

おお ごえで 　ワアワア　 なきだ した
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フ リー ドリッヒは 　ベ ッ ドのなか

あ しが いた くて たま らない

その うえ　み にきた　おい しゃさん に

にが あい 　くす りを 　のまされ た

フ リー ドリッヒの　 テーブルで は

イヌが 　すわ って　 ケーキや ら

レバ ー ・ソーセー ジや らを　ば くっ いて

その うえ 　ワイ ンまで 　のんで いる

　 ホフマ ンは この本 を3歳 半 の息子 のために書 いたとい うことだが、それ に し

て も笑 いのユーモアの質 といい、起承転結 を しっか り踏 まえ たお話の構成 には

驚 くべ き ものが ある。前半 は子 ど も自身が もって いる残虐性 というものを描 い

て いる。子 ど もは時 と して残酷 な行動で も平気で行 うことが ある。 ここで は紹

介 して いないが、絵本 の絵が今 まで の絵本 にはない構図で、上か ら下へ流れ る

よ うに時系列で、 お話 に出て くる場面が描かれて いる。 しか もどのペ ー ジも単

調で な く変化が あ り、絵本 の基本で ある絵の部分 と文が はっき りと見やす く配

列 されて いて見事 と しか言 いよ うのない出来栄えで ある。 この絵本の どこが ナ

ンセ ンス絵本の要素があ るのか。 それ は、結末の5ペ ージにあるよ うに、 フリー

ドリッヒの行 いの顛末が あま りに も劇的で、死 にそ うに寝て いる姿 と、お い し

そ うに食べて いるイヌの対比 の絵が それ を示 して いる。本来、 イヌはテー ビル

で食事 しない し、人間 のよ うにきちん と座 って、皿の ケーキや ソーセー ジを食

べて いる絵 はナ ンセ ンスその もので ある。 このユ ーモアをお話の落 ちと して採

用 して いると ころ も、 ホフマ ンの物語 の構成上か らも素晴 らしい点で ある。

　 ホフマ ンは この絵本 のほか に も3冊 の絵本や詩集 も出 して いる。

　 ホフマ ンが エ ドワー ドと違 うのは、前述 した①の超 自然的 な登場者で はな い

ところが違 って いる。 それ以外 の②～⑤ まで は同 じよ うな要素を含んで いると

いえる。
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4　 ナ ンセンス絵本の特徴

　 ここまで エ ドワー ド・リアの作品 を中心 にナ ンセ ンス絵本 にっ いて述べて き

た。 またハ イ ンリッヒ ・ホフマ ンの 「もじゃ もじゃペ ーター』 もエ ドワー ドと

同 じよ うに 日本 のナ ンセ ンス絵本 に大 きな影響 を与えて きた。 日本の絵本 にっ

いて は後述す るが、 ここで ナ ンセ ンス絵本の特徴 につ いて述べてみ たい。

　 ナ ンセ ンス絵本 は確か にユーモアを扱 い、子 ど もたちの笑 いを誘 うの はあ く

まで も上質 な笑 いで あ って、単 なるその場限 りの面 白さで ないことがわか る。

それ はエ ドワー ドが19世 紀 のイギ リスの最大の詩人 と言われ たテニソ ンと深 い

親交が あ り、彼 の ことを絶賛 して いた ことが 「ノ ンセ ンス ・ソ ング』の解説 に

も紹介 されて いる。だか ら、 エ ドワー ドは リメ リック(5行 俗謡)の 中 に、詩

人 として厳密 な押韻形式 を大切 に しなが ら、最大の笑 いやユ ーモアを どの よう

に盛 り込 むかが最大 の関心 ごとで あった。 『ノ ンセ ンス ・ソ ング』 の解説 で も

述べ てい るように、 「エ ドワー ドの リメ リックは他人 の追従 を許 さない逸品で

あ った」 と記 されて いる。 このよ うな点で エ ドワー ドが 「蔭の桂冠詩人」 と言

われて いる所以で あろ う。

　 この ことはホフマ ンの 『もじゃ もじゃペーター』 にお いて も、子 どもを対象

とした笑 いや ユーモアを盛 り込み、お話 の構成 と して も起承転結を踏 まえ た仕

上が りにな って いる。 しか も、 その笑 いやユ ーモアは単 なる面 白さを表現す る

だけで な く、読み終わ った後 も余韻 を残す よ うな結末を演出 して いる。 ナ ンセ

ンス絵本 の もっと も難 しいと ころで あると考え られ るが。最終的 にはや は り文

学的 な価値や評価が どれ ほど認 め られ るかで、 その作品が後世 に読み継がれて

い くかで立証 され る。 こうい う意味で は、 エ ドワー ドもホフマ ンも現代 まで読

み継がれて いる事実か ら、 その偉大 さが理解で きる。 もちろん、残念なが ら絶

版 にな った本 もあ り、読者 の目に触れ に くい状況 も出て きて いるが、改めて エ

ドワー ドや ホフマ ンが遺 して くれ たナ ンセ ンス絵本の原点 に返 ることで 日本 に

おけるナ ンセ ンス絵本 を見 る目を養 うことに繋が って い くと考え られ る。

　 いずれ に しろエ ドワー ド・リアや児童 文学 のルイス・キ ャロルが描 き出 した奇

想天外で破天荒 なユーモアや笑 いが付 けた先鞭 は、後の児童文学 に大 きな影響
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を与 えた ことを 「子 ど もの本 の歴史』(柏 書房)のp.213以 降 で述べて いる。

5　 日本 にお けるナンセンス絵本

　 日本で もナ ンセ ンス絵本が注 目され るよ うにな り、理屈 な しに面 白 くおか し

い絵本が、子 ど もたちをいつ の問 にか夢中 にさせて いる。 その ナ ンセ ンス絵本

として有名 な長新太 と佐 々木 マキを取 りあげてみ よ う。

(1)長 新 太 の絵本

　 日本で はナ ンセ ンス絵本 の代表 と して あげ られ るのが長新太で ある。

　長新太 の作品 の 「キ ャベツ くん』(文 研 出版)を 例 に解説 する ことに しよ う。

　 この作品 は、 ブタヤマさん とい う主人公が、お腹がす いて いるのでキ ャベ ツ

を食べ ると、 キ ャベツ くんが 「ぼ くをたべ るとキ ャベツになるよ!」 と言 った

とお り、 キ ャベツにな って ブタヤ マさんが空 に浮 かぶ。続 いて、 「じゃあ、ヘ

ビが きみをたべ た ら、 ど うなるんだ?」 と聞 くと、 ブタヤマさん はお団子みた

いなキ ャベツのヘ ビが空 に浮かんだ。 このよ うに、 いろいろな動物が次か ら次

へ とキ ャベツを食べ ると、 その動物 とキ ャベツが合体 した生 き物 にな り、空 に

浮かぶ ので ある。 この奇想天外 な発想 は、 なか なか大人 には受 け入れが たい発

想で あるが、 ど うい うわ けか幼 い子 ど もが読む と腹 を抱えて笑 うので ある。 こ

のよ うにお話 を読んで も大人 と子 ど もの受 け取 り方 に大 きな違 いが ある。それ

だけ子 ど もの発想、は柔軟で想像力が豊か なので ある。

　で は この本 の結末 はど うか。 ナ ンセ ンス絵本が大切 に して いる余韻を残す よ

うな終 わ り方 なのか、見てみ る ことに しよ う。最後のペ ー ジを取 りあげると、

次 のよ うにな って いる。

ブタヤマさん は　 もう　 なに も　 いいません。

キ ャベツ くんが 「む こうにお い しい レス トラ ンが　 あるか ら　 な にか

ごちそ うして あげるよ」 といいま した。

ブ タヤマさん は　 よだれが 　かぜ にのって　やわ らか く

ながれて いきま した。
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　 ただお話 の中で、動物が キ ャベツを食べ た ら、 キ ャベ ツと合体 した生 き物 に

なるとい う設定 だけで はな く、最初か らお腹 がす いて いるブタヤマさんだか ら、

最後 にはぼ くをたべ るかわ りに、 レス トランでお い しいものを ご馳走 して ブタ

ヤマさんが満足で きるよ うに して いる。お話 を聞 いて いる子 ど もたちもほっと

す るので ある。 そ うす ると、5ペ ー ジ目のブタヤマさんが キ ャベ ツを食べ ると

ころか ら最後か ら2ペ ー ジまで は架空 の世界のお話で、最後 にまた現実 に戻 る

よ うに構成 されていることも理解 できる。 ナ ンセ ンスの要素 も含みなが ら、 フ ァ

ンタジーのような別世界を描 いているよ うにも見えるが、いろいろな動物 がキ ャ

ベツを食べ る ことには論理性が ないので、や は りナ ンセ ンス絵本の性格が強 い

といえる。

　長新太 はナ ンセ ンス絵本 の日本 にお ける代表 と して挙 げ られ るが、 まだ まだ

文学的 な意味で は完成 の域で はないよ うに思われ る。それ はエ ドワー ド・リア

や ホフマ ンが求 めた高 い文学性 と比較すれ ば。 ただ、長新太 は もっと庶民的な

娯楽 のよ うなユーモアや笑 いを演 出 した点で は、 日本の ナ ンセ ンス絵本の草分

け的 な存在で ある ことは事実で ある。

(2)佐 々木 マキの絵本

　佐 々木 マキは、 エ ドワー ド・リアの 『ナ ンセ ンスの絵本』の詩 に、 自分の絵

を書 き添 えた 「たわ ごと師 たち』(佐 々木 マキ　訳 ・画、福音館書店)が ある。

佐 々木 マキはエ ドワー ド・リアの類 まれ な詩 と絵 に惹かれて いたことが よ くわ

か る。彼 自身 もナ ンセンス絵本 の領域で活躍 した日本の絵本作家 の一人であ る。

① 『ぶ たのたね』佐 々木 マキ、絵本館

　 この本 の続刊 に 「またまた　 ぶ たのたね』が ある。 この話 は、間抜 けなオオ

カ ミが ブタの種 を植えて、 ブタの木が大 きくな って、 ブタがい っぱいな った ら、

それ を食べ よ うとす るが、結局、 ど じな ことを して食べ られ ないという結末で

ある。 このブタの木 とい う発想が面 白いのだが、 あま りに も非現実的で小学校

高学年以上 にはなか なか そのお話 に入 って いけないよ うなところもある。 こう

い う超 自然的 な発想が ナ ンセ ンス絵本 と して 日本で は捉え られて いるが、果た
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して こうい う超 自然的な発想 がナ ンセ ンス絵本 として定義 してよいのだ ろうか。

佐 々木 マキの文章 は普通 の絵本 とそん なに も変わ りが ない。 エ ドワー ド・リア

の文章が韻 を踏んだ り、字数 を制限 した りして いるなどの文学的な要素 は少な

い。 ただ、 ブタの種 を植えて ブタの実が なるとい う発想 はまった く論理性がな

い し、 ナ ンセ ンス的 な要素が強 い ことは事実で ある。

②『 ム ッシュ ・ムニュエルを こしょうか い します』佐々木 マキ、絵本館

　 このお話 は、 ム ッシュ ・ムニエルとい う手品師が弟子 にす るという子 どもを

さ らうために魔法 を使 うのだが、 それ に失敗 して、 また元通 りに して しまうと

い うもので ある。 この話で は、呪文で変 な魚 に姿 を変え た ビンが、空を飛んで

いき、弟子 に しようと してい る少年だ けでな く、少女 もさらって くるのであ る。

呪文 を唱 えると ビンは変化 し、少年 をさ らう場面 などはそん なにも抵抗な く理

解で きる。 この本 の中で呪文 を唱えて、 ビンを魚 に変え るとい うところや、 ま

た最後 の魚か らビンに戻す とい う場面以外 は、何 も超 自然、的 なで きごとはな い

し、 ナ ンセ ンス絵本 の分類 に入れ るべ きか迷 うよ うな作品で ある。佐々木 マキ

は、 このよ うな作品 も数多い。 ただ、 ところど ころ、文体 が統一 されていた り、

繰 り返 しの リズムを用 いた りして いると ころ もある。 この あた りは、や は りナ

ンセ ンス絵本 を意識 して いるので はないだ ろ うか。

(3)日 本 のナ ンセ ンス絵本 の特徴

　長新太や佐 々木 マキの作品 に触れ ると、 エ ドワー ド・リアの ナ ンセ ンス絵本

と違 って いる ことが理解で きる。 ただ、 日本で は、長新太や佐 々木 マキな どの

奇想天外 な発想 などを捉えて ナ ンセ ンス絵本 と結 び付 けて いるようなところが

ある。つ ま り、 日本で ナ ンセ ンス絵本 と呼 ばれて いるの は、絵本の中の登場人

物 や出来事 などが奇想天外で、 日常 のあ り得 ない現象 などを表現 して いるだ け

の もの と思われる。だか らエ ドワー ド・リアなどが描 いたナ ンセ ンス絵本 とは、

全 く違 うものと して捉え る方が よい。

これ まで の 日本 のナ ンセ ンス絵本 とい うもの は、 どち らか というと奇想天外
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で超 自然的で あるが、文学的 な要素 はあま りない。だか ら、 日本の ナ ンセ ンス

絵本 は 「ユーモア絵本」 と して の性格が色濃 いと考えて もよい。そ ういう目で

見 る と、 日本で はユーモア絵本 の作家 は多数 いることがわか る。

　 日本 のナ ンセ ンス絵本 を このよ うな視点で見て い くと、長新太や佐々木 マキ

などは、 もっと も奇想天外で超 自然的 な内容 を扱 って いることも理解で きる。

こうい う点で は、単 なる 日本 のユーモア作家 と異 なるところで もある。

6　 ナンセンス絵本 セラ ピーの実践

(1)ナ ンセ ンス絵本 を使 った実践

　 ここで は長 新太 の『 なにをたべ たか　 わか る?』(絵 本 館)の 絵本 を用いて

絵本 セ ラピーの研修 を実施 した。 そ こで の参加者の感想を参考 に述べて いきた

い。研修で は次 ペー ジの下記 のよ うなワーク シー トを用意 し、各 自が絵本を読

ん だ後で、 ワーク シー トに記入 してか ら、 グル ープごとに話 し合 いを した。 グ

ループで話 し合 うことで、 お互 いの意見が深 め られて、内容が盛 り上が って い

くと考 えたか らで ある。

　 まず この絵本 のあ らす じを述べてお きたい。

　 ネ コが大 きな魚 を釣 った。 それ をネコが背中 に抱えて運んで いる間 に、それ

を見て いるネズ ミ、 うさぎ、 いぬ、 たぬ き、 きつね、ぶ た、 ゴ リラなどを順番

に魚が食べて い く。 その間 に もネコが背中 に抱えて いる魚 はどん どん太 って い

き、 しまいにネ コは重 さに押 しつぶ されて しま う。 そこで ネコは魚 に食べ られ

るか もしれ ないのに、魚 に近づ き、今度 はネコが魚 を食べ始め る。そ して、 ネ

コは魚 をす っか りと食べて しま った。

　最後 は、 このよ うな文で終わ って いる。

ね こはさか なをぜんぶ

たべて しま ったんだ けれ ど、

ね こが たべ たのは

さか なだ けで はないんだ よ
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なん となんとなんと

なん となんとなんと

なにを

たべたかわかる?

次が研修 に実施 したワーク シー トです。

<絵 本 セ ラピー講座　 NO.2>

「何 をたべたか　 わかる?』(長 新 太、絵本館)を 読 んで、次 の ことにっ

いて考 えてみ ま しょう。

① 魚は次か ら次へ と食べているのに、 どうして猫を食べなか ったので しょ

　 う。

② 猫が魚を食べ、最後に 「なにを たべたかわかる?」 と言っています。

　あなたは何を食べたと思いますか。

③ この絵本 のテーマは何で しょうか。

④ 長新太は この絵本で どのよ うなメ ッセー ジを発 してい るので しょうか。

　 この絵本について、 ワークシー トの①～④ について参加者 か ら感想を聞いて、

グループで話 し合 いを行 った。 その分析 が以下 の よ うで あ る。(*実 際に現物

の絵本 を見 なが ら、次 の感想 を読む とわか りやす いと思われ る。)

(2)絵 本 セ ラピー講座 の感想、

① 魚が次か ら次へ と食べているのに、 どうして猫 を食べなか ったので しょう。

・魚 は猫 に食べ られ る もので、猫 は魚 を食べ る ものだか ら

・他 の動物 を食べて いる間 に、お腹が大 き くなったか ら

・担 いで もらって いるので、最後 に食べ よ うと思 って いた
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・寝て いる猫 の夢だか ら。すべて猫 の夢だか ら

・猫 を食べ る ことに気が付か なか った(魚 が猫 につ られ たので)

・猫 につ られ た存在だか ら、「食」 の対象 にはな らなか った

・海か ら釣 り上 げて もらったか ら

・魚 は猫 に食べ られ る ものとい う力関係が あるか ら

・猫 まで魚 の口が届か なか ったか ら

・魚 は猫 につ られ た負 い目が あるか ら

・魚か らした ら猫が食べ物 に見え ないか ら

　参加者か ら以上のような意見が出てきた。実に様々な捉え方があり、この絵

本を読んだ時の多様な考え方に驚かされる。ここで考え方を大きく分けると次

のようになる。現実の話として捉えるか、夢のような話として捉えるのかであ

る。まず現実の話とした場合に、あまりにもありえない現象が起きている。魚

の大きさについて も、次々と動物を食べていくことについて も違和感がある。

　では、架空の話として捉えると、夢の話か、想像上のお話かという考え方が

できる。一般的にナンセンス絵本は、ありえない超自然的な現象が多いことか

ら想像上のお話と捉えるのが妥当と考え られる。

　そう考えていくと、猫は魚を食べ、魚は猫に食べ られるものという一般的な

話ではなく、 もっと自由な考え方ができるように思われる。猫と魚の力関係も

そうか もしれない。

　 これは読者にも魚が猫を食べるだろうと予想させておいて、長新太がわざと

その逆の展開に持 っていったように考えて もよいのか もしれない。そこにナン

センス絵本としての特徴が出ている。魚がいろいろな動物を次か ら次へと食べ

ていくことも実際にはありえないことだが、 もしそういう魚がいたら大変なこ

とになると読者にも思わせ、普通の魚の概念を覆す描き方を しているのに、最

後には読者が思いもしない結末が待 っている。これがナンセンス絵本の本質で

あり、そこに笑いとユーモアを織 り交ぜて描かれてこそ、ファンタジー文学に

ないような理詰めではない奇想天外なス トーリーになっていることがわかる。
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　ナンセンス絵本の本質を十分に調べていくと、ス トーリーの展開の意外性や

逆転の発想なども理解できる。 これは、やはりファンタジー文学が空想の登場

人物や事象を扱 う場合にその筋道の論理性を重ん じるのに対 して、ナンセンス

絵本は全 く論理的ではないにしろ、計算された意外性の面白さやユーモアとい

うものが読者に笑いを届けていることがわかる。

② 猫が魚 を食べ、最後 の 「なにを たべ たかわか る?」 と言 って います。あ

　 なたは何 を食べ たと思 いますか。

・魚が食べ たすべて の動物 の 「ねずみ、 ウサ ギ、 ・…　 　 、 ご りら」

・夢 の中味

・魚

・自分で は気づか ないいろいろな命 をいただ いて いる

・猫 は魚 を食べ たと思 って いる。 しか し、魚 はいろいろな ものを食べて いるの

　 に知 らないだ け

・ひたす ら生 きて いる道 の りで、知 らぬ間 にいろいろな ものを いただ き、食べ

　 る ものだ けで な く、大 きな試練 も表 して いるので はないか

・猫 は一方向 を歩 いて いる。魚 は次 々に食べ る ものが大 き くなる。だか ら今 ま

　で の ものをすべて食べ た ことを意味 して いるのか も

　 ここでもいろいろな意見が出てきた。これはやはり子どもたちに聞いても様々

な考え方が出てきそうである。絵本の中で もこのようにオープンエンド的な結

末の本は少ない。それだけに長新太はお話の奇想天外な意外性に加え、結末も

読者に楽 しんで もらうためにこのようにしたのであろう。

　 これには答えがないのである。それは読者が読んで自分自身の想像で考える

ところに面白さがあり、一人一人違 っていて もよいのである。ここの感想にあ

るように単なる魚と答える人 もいるし、魚が食べたすべての動物と答える人も

いるだろう。さらに現実の世界ではなく、猫自身が夢の中の世界で食べている

という考えもできる。
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　 グループで話 し合 うと様 々な意見が 出て くる。 そ して その中で一人 ひと りの

作品 の捉 え方 の違 いを知 る こと も楽 しみ となって い く。そ うい う他人の感性を

感 じなが ら進 めて い くことが セ ラピーに繋が って い くので ある。

⑧ この絵本 のテーマはなんで しょうか。

・知 らない うちに知 らない ことがお きて いて、危 ない場面 に出会 って いるの に

　常 に くぐり抜 けて いるとい う幸運

・油断す ると、 自分 の身 に もふ りかか る

・次 々にいろいろな ものを食べて い くとい う意外性 とわ くわ く感

・ひたす ら歩 いて いるが、当 た り前 のよ うに片付 いて いること もあ り、なん と

　か なるとい うこと

・猫が人間だ と した ら、食物連鎖 の頂点 に人間が いる

・意外性 の面 白さ。「あ りえない」 と言 いなが ら聞ける楽 しさ

　 これはナンセンス絵本というものが理解できていれば、この作品は案外理解

しやすい。最後の方の意見のように、 この絵本は意外性の面白さであるといっ

てよい。まず魚が動物を食べるということは、一般的な考え方であれば逆であ

るか らパロディとなっている。そのあり得ないことを繰 り返 しなが ら、最後に

食べたものが、また食べ られるという意外な結末を迎える。そこにナンセンス

絵本独特の要素を含んでいる。読者が予想 もしえない展開が読者を驚かせ、そ

の意外性が笑いを誘 うのである。 しか も、最後には長新太自身が余韻を残すた

めに読者にも考えさせるような余地を残 している。ナンセンス絵本としては、

かなり質の高い作品であると評価できる。

④ 長新太 は この絵本で どのよ うなメ ッセー ジを発 して いるので しょうか。

・命 はつ なが って いるとい うこと

・生 きるためにいろいろな命 をいただ いて いるとい うこと

・次 は何が起 きるかわか らないとい うこと
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・この世 には信 じられ ない ことが起 こるか もしれ ない

・食物連鎖が揺 らぐ可能性

・自分 たちを食べ る ものが 出て くるか もしれ ない

・自分が食べ る ものにはた くさん の命がっ まって いる

・魚が運 ばれ る間 にた くさん の命 をいただ いて いる。猫 は全 くその ことに気付

いて いない。 いっで もこの逆 もあ り得 る

・命 はつ なが って いる

・生 きるためにいろいろな命 をいただ いて いる

　 この絵本 のメ ッセー ジの捉え方 は上記 のよ うにいろいろな考え方が あること

が わか る。作品 の捉え方が それだ けいろいろな ものが あるとい うことは、読む

ときの鑑賞 の幅が あるとい うことで あ り、作品の質の高 さを象徴 して いる。

　長新太 は 「いのち」 とい うテーマで、食物連鎖のパ ロデ ィを演出 しなが ら、

最後 にはお話 の 「落 ち」 もつ けて いる。 あ り得 ないよ うな意外性を締め くくる

形 として、猫が魚 を食べ るよ うに持 って きて いる。 これ にはいろいろな意味 も

含 まれて いるが、何で も思 い上が って 自分の思 い通 りにことを進めて いると、

大 きな落 と し穴が あるか もしれ ないとい うことまで示唆 され るて いような気が

す る。

　本来 ナ ンセ ンス絵本 は、 ここまで考えて描かれて いないか もしれな いが、読

者 の読 み取 りの幅が広 く、 どん な感想が 出て くるかわか らないような絵本 こそ

絵本 セ ラピーに向 いて いると言え るで はないだ ろ うか。

　 ナ ンセ ンス絵本 を読み解 いて い くことで、 自分の考え方の視野を広 げた り、

他人 の考 え方 を理解 した り、 自分 に取 り入れ られ るよ うな考え方 に出会 ったり

す る ことで、絵本 セ ラピーの本来 の目的が達成 されて い くよ うに考え る。理屈

な く楽 しく、面 白い要素 を持っ ナ ンセ ンス絵本 は、生活の中で も笑 いや楽 しみ

を届 けて くれ る大 きな要素 を持 って いる。 その笑 いや楽 しみ は人々の心の緊張

を解 きほ ぐし、精神的 な安 らぎを届 けて くれ るので ある。 これ こそが絵本 セラ

ピーが 目指す ものの一つで もある。本研究で扱 ったナ ンセ ンス絵本が絵本 セラ
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ピー として の効果が期待で きる ことは間違 いないと確信 して いる。

おわ りに

　本研究で は、 ナ ンセ ンス絵本 とそのセ ラピー効果 につ いて述べて きた。 日本

で は、 ナ ンセ ンス絵本 につ いて の専門書が ほとん どないのが現状で ある。そ こ

で、 イギ リスのエ ドワー ド・リアや ドイツのハ イ ンリヒ ・ホフマ ンの絵本だ け

で な く、彼 らの解説書等 か ら、ナ ンセ ンス絵本 とは何か、 どのよ うな特徴 を持 っ

て いるか などの分析 を試み た。本文で も述べて いるよ うに、 ナ ンセ ンス絵本 は

ナ ンセ ンス文学 に も大 きな影響 を与えて いることがわか る。

　 ここで はナ ンセ ンス絵 本の みに焦点 を当て たため に、 エ ドワー ド・リァの

「黄金の川 の王 さま』(青 土 社)、 『ヴ ィク トリア朝妖精物語』(筑 摩書房)な ど

に収 め られて いる 『ナ ンセ ンスの絵本』 とはちが った少 し長 い詩集な どは紹介

で きなか った。 さ らに『 みみず くと ミミー』(ほ るぷ出版)の ように ロマ ンチ ッ

クな詩 も見 られ る。 エ ドワー ドはナ ンセ ンス絵本だ けで な く、幅広 い分野での

詩集が見 られ る ことがわか る。

　 またナ ンセ ンス文学(絵 本)は フ ァンタ ジー文学 と並ぶ代表的 な文学形式で

ある こともわか る。 このよ うなエ ドワー ドや ホフマ ンの著作か ら、 ナ ンセ ンス

絵本 の概要や特徴が明 らか にな って きた。 この よ うな視点か ら、 日本 にお ける

ナ ンセ ンス絵本 を見て い くと、 その違 いや特徴 も明 らか になって くる。

　 日本 のナ ンセ ンス絵本 は、 エ ドワー ドや ホフマ ンなどの ナ ンセ ンス絵本 とは

異 な り、 日本独 自のスタイルがで きつつ あること も理解で きる。 いわゆ る日本

にお けるナ ンセ ンス絵本の分野が少 しずつ固ま りつつ あるのではないだ ろうか。

しか し、 ナ ンセ ンス絵本 とユーモア絵本 との違 いや境界の よ うなところは、 ま

だまだ これか らの課題で ある。

　 このナ ンセ ンス絵本 を活用 した絵本 セ ラピーは、子 ど もだ けでな く大人 に対

して も、笑 いとユーモアなどが癒 しにつ なが って いる。 フ ァンタ ジー文学の よ

うな論理性 はないに しろ、 ナ ンセ ンス絵本の奇想天外 な発想や出来事 は、無意

識 の内に読者 の心 を開 き、楽 しめる世界へ と導 いて くれ る。 この ことこそが ナ
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ンセ ンス絵本 のセ ラピーで はないか と思われ る。今後、 ます ます この ような分

野で の研究が深 ま って い くことを期待 したい。
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